
○ 経年劣化で発生したクラック等をモルタル補修等で簡易的に行っている。
○ クラックが複数ある場合、水路全体を改修することもあるが、費用が高くなり、時間もかかる。

テーマ７ 水路のクラックの簡易補修技術（和歌山市）
現 状

○ 簡易修繕の場合、再発する可能性が高い。

課題１

○ 水路の老朽化が進み、補修要望が増加。

課題２

【 求める技術 】
○水中でもクラックの補修ができる。
○数年の内に再発しない耐久性。

【 条件 】
○職員で施工可能な簡易なもの
○経済的なもの

求める技術・条件
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